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選んだことは
絶対に後悔しないと。
西尾果小里
令和大学


───────────────────────
    








二〇二四年　六月二十九日　令和大学　死と性とAIと技術と祈り
於：豊田市能楽堂　

語り手：西尾果小里さん
聴き手：吉橋久美子と能舞台客席の皆さん



＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝


　　　　　　　　　　　　…皆さんで耳をすましますと、問わず語りの舞台が出来上がると
　　　　　　　　　　　　思っています。 
　　　　　　　　　　　　この舞台で、語られたことは、普段の言葉でも、
　　　　　　　　　　　　それからどんなお話でも、物語のようになります。 
　　　　　　　　　　　　今日は録音をさせていただいて、その、物語をですね、
　　　　　　　　　　　　後日ゆっくり読み解く時間を持ちます。

　　　　　　　　　　　　はい。それでは、始めていきたいと思います。
　　　　　　　　　　　　ちょっと、いつものように録音と、
　　　　　　　　　　　　それからタイマーのセッティングを(笑)
　　　　　　　　　　　　させて、させていただきますので、お待ちください。

わ、私もタイマーを設定(笑)させていただきます。

　　　　　　　　　　　　はい。

えっ、私が質問をしてもフナさんは答え、られないですね？

　　　　　　　　　　　　そうですね。 

私が、一人で喋るんですね。

　　　　　　　　　　　　ふふふ…はい(笑)。

はい。

　　　　　　　　　　　　私は聴き役を、

はい。

　　　　　　　　　　　　皆さんと一緒に

はい。

　　　　　　　　　　　　させていただきます。では、＊＊…

じゃあ。設定している間に。
あの、今日は、話したいことがたくさん、ありすぎて、
色々考えたりも、した時もあったんですけれども、
今日あの、フナさんが、こう聴き、 なんでしたっけ、聴き語り？

　　　　　　　　　　　　はい、

はい。

　　　　　　　　　　　　問わず語り。

問わず語り(笑)。

　　　　　　　　　　　　はい。

…はい、をしてくださるということで、
今この場で、 この皆さん、聴いてくださっている皆さんも合わせて、
えーこの場所で何が出てくるかっていうのが重要だそうで、
私はあの、真っ白の状態で(笑)ここに来ておりますので、
はい。では、よろしくお願いいたします。

　　　　　　　　　　　　はい。えっとお話の糸口は、死を、抱いて生きるですけれども、
　　　　　　　　　　　　そこから、始まって、あの、心に浮かぶことを語っていただきます。
　　　　　　　　　　　　えーそれではですね、 砂時計をひっくり返します。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

　　　　　　　　　　　　はい。では、今から十五分間、
　　　　　　　　　　　　えー、西尾果小里さんの問わず語りの時間です。 
　　　　　　　　　　　　今から十五分間は、西尾さんのお時間ですので、
　　　　　　　　　　　　自由に、あのー、過ごしていただけたらと思います。
　　　　　　　　　　　　と、私とそれから客席の皆さんで西尾さんの、
　　　　　　　　　　　　語りに耳を澄まします。

はい、

　　　　　　　　　　　　はい。

では、よろしくお願いいたします。

はい、お願いします。

えー、今日のテーマは、死、ということなんですけども、
この死を抱いて生きるというのが
どういうことか、という、ことなんですけれども、
あのー、私の、この、一年の体験、の一部、を
お話しさせていただけたらというふうに思っています。 

私はですね、ちょうど、一年…以上前か、
あーんと去年の、三月ですね、倒れまして、
えー、まあ、子宮がん、だったんですけれども、
えー、それで、入院をして、えー手術をして、抗がん剤治療をして、
で、ほんとは今日、この、場でカツラをこうバーッと取るみたいなことを
イメージしてたんですけども、
あの、毛が生えてくるのが早すぎてですね(笑)、
もうあの、しっかり生えているというような状態、なんですけれども、
あのー、そういう、そこに至るまでにやっぱりこう
死と向き合ったということが、実は、七年近く、ありました。 

どういうことかというと、
あのー、子宮癌っていうのは、
こう、ま、わかりやすい兆候があるんですよね、
あの、出血をするんですけれども。 

で、あの出血が始まったのが、二千十…六年かな、
そのぐらいだったと、記憶しています。

で、えー、初めは、生理だと思うんですけど、 
二ヶ月経っても止まらない、んですよね。
あ、おかしいな、これは何か来ているな、と思うんですけれども、
えー、実は、それより前に、えー 一度、その、子宮けいがんの疑いを
病院で、えーかけられたことがありまして、
でー、半年ぐらい、
その時はすごく、うー、まだ若かったこともあって、
この怖い怖いと思いながら、 検査をたくさん、しました。
で、半年かけて、健康ですという答えに行き着いたんですね。
ま途中、もうこれは絶対に悪性ですという結果も出てたんですけども、
結局誤診だったというか、あー そういう結果に終わったんですけど、
まあその時に、がんのことを色々調べまして、
どうも自然に逆らわない方が、安らかにいけそうだなという、感じを
自分の中で持ちまして。 
えー、で、私は自分の中でよりよく生きる選択をする、というために
自分にかけてみた、という、とかっこいい(笑)ですけれども、
まぁそんなこんなで、えー結局その出血を、し続けて七年、
どんどんどんどん、ひどくなって、いくんですけれども。

で、その途中でですね、
えーすごく大きな、ん－転機というか、ありまして、 
出血がどのぐらいひどかったかというとですね、
えーある時、…その…夜にですね、 
三十分に一回トイレに行っても、間に合わないぐらいの
大量の、とめどない出血、だったんです。

でも、次の日は、こう、私あの企業コンサルティングを
なりわいとしてるんですけども、
その、新規のお客さんの社長へのプレゼンだったんですね。
これは絶対に外したくない、と思って。 
で、あのー、仲間は散々反対したんですけれども、
私は、もう今に始まったことじゃない、行くと言って、行ったんですよ。

で、行って、し、えーっとしっかり契約もいただいて、
夕方、病院行ったんですよね。
で、その時は、 病院に行ったら、もう、す、綺麗に流れてしまって、
あの子宮筋腫だったはずなんですけど何もありませんという、お話でした。
なので、 あ、…すごい、やっぱり自分を信じたら
自分で病気って治せるんじゃない？という、
その時、私は希望、が湧いたんですよね。

それがまず第一段階。
で、そこから半年ぐらい、 えー何の出血もない日々を過ごし。
えー、そう、で、また始まるわけですよ、出血が。
 で、今度の出血は前回よりも、
やっぱりちょっとひどくてですね。
で、出血…があるというのは、

トイレに行くたびに、君は今、危険だよというのを、
なんか一日三回も四回も、五回も六回もメッセージを受け取るわけですよ。
で、それをこう見続け、るんですけれども、
やっぱりそれってだんだんと、… 恐怖が、湧いてくるんですよね。

その昔あの、… 前世が見えるという方、に、
未来も見えるよって言われて
見てもらった時に、あなた日本にいないわよ
って言われたことがあって。
どういうことなんだろうと思って。
で、それを急に思い出すわけですよ。 
日本にいないっていうのは、私、存在してないんじゃないの。

　　　　　　　　　　　　存在してないんじゃないの。

そう。

で、それを思った時に、すごくこう怖くなった時が、ありまして。
で、怖くなると、やっぱり、考え出すんですよね。
今までは、前も神風が吹いたから今度も吹くはずと思って。
ね、自分でなんとかしようって思うんだけれども、 
やっぱり怖いな、死ぬのかしら、って思った時に、

＝息を吸う＝

ー沈黙三秒ー

自分の信念として、
 苦しみっていうのは、自分が人生に起きていることに抵抗する時に生まれる、という信念が
自分の中にはありました。 
なので、あのー、私の生き方としては、
えーどんなことが起こっても、それを受け入れて、
ああ、そういうことが起こるんだね、わかりました。 
じゃあこういう風にしましょうか、って
生きてきたつもりだったんですけど、
今この恐怖が湧いてる状態というのは、
 なんかそこに逆らおうとしてるんじゃないか、というふうに思ったんです。

で、ん－、…どう考えたら今の状況を、自分の人生の中に
受け入れることができるんだろうというふうに思った時に、

…あのー、まおさん、のことを思い出したんです。
あの、癌で亡くなったあの方ですね。 
でー、彼女、は、その闘病している時に、えー
今日はケ、体調が良かったのでケーキが食べれました、というようなことを
ブログにあげていたんですけど、
それに対して、甘いものは癌の餌だから食べちゃダメ、という声が
いっぱい来てたんですよね。 
なんか、それを見たときに、
こんなに、 ギリギリの淵で生きてる人がケーキが食べれて
すごく良かったじゃない、
なのになんでそういう言葉が日本中から寄せられるんだろうっというふうに
思ったんですけど、ふとそれを思い出して、

ー沈黙三秒ー

何かその、今この病気、病気は悪いものだから治さなきゃっていう思いが、
うーんと、 なんというのか、
その、それを直すということから、
私はそこに加担しません、という選択をすることが、
非国民…という構図が、自分の中にあるんだなと、
自分の中にあるんだなと
そういう気がしました。
なので、あのー。
なんていうのかな、う…残された人はどうするのとか、言うじゃないですか。
なので、なんか、責任として病気に、立ち向かわないのは
あー非国民である、的な風潮というか、
自分の中にも無意識に多分、そういう感覚が、あって、
で、 そうか、治さないといけないって思ってるから苦しいんだって思った瞬間に、
うわーっ！てなんか、自分の中で百八十度世界がひっくり返ったんですよね。
人間って一〇〇パーセント死ぬじゃんって思って。

　　　　　　　　　　　　死ぬじゃんって思って。

じゃあ、…一〇〇パーセント死ぬんだったら、
死を、忌み嫌うのはおかしいよねって思ったんですよね。 
ん、なんとしてでも死んではいけない、
死なない方向に治療しないといけない、
死なない方向に向かわないといけないっていうのは、
なんておかしいことなんだろうっていうふうに思って、
で多分、寿命というのは、もう、みんな知らないけども、
誰でも来るものであって、もう寿命は決まってる。
でもし自分が生きる必要があれば生きるだろうし、
 えー死ぬのがタイミングであれば死ぬだろう、っていうふうに思った時に、
 うわあ、死んでもいいんだーと思って、

　　　　　　　　　　　　死んでもいいんだって思って

そう、自分の中で死ぬことっていうのに、許可が出た瞬間、でした。

そっか、死んでもいいんだと思って。
ん－。

あの、恐怖がゼロになったかというと、
そうではないんですけれども、
もう九十パーセントぐらいは、 恐怖が、なくなり、ましたね。

で、まあ、それをいいことに、 えーそこからもずっと
出血を続けるわけなんですけれども(笑)、
あのー結局、ですね、去年の春、うー、＜咳払い＞
まあ、うー、大量出血をして、
結局動けなくなって、
動けなくな…ったのでもう病院に行くしかなくなったんですよね。

自分はなるべく人の手を加えたくなくて、
自然のまま、あー、 散ろうとしてたん、だと思います。
やることを一生懸命やって、
動けなくなったらもうそのまま散るっていうことを
多分自分で決めてたんだと思うんですけど、
動けなくなっちゃったので、
え、もうどうしようもないなと思って。

でー、病院に行って、病院に行っても検査はしないでくださいってあ、はは…
この期に及んでまだ言うみたいな、感じだったんですけれども、
あの大きな病院にどうしても行きなさいというふうに言われ、
えーまあそこで、えー診断されて、えーもうすぐに手術、という形に、なりました。

で、 えーそこで手術、したんですけれども、
あのー、術後ですね、
自分の体がもう、みるみる回復していくのがよくわかったんですよ。

こうなんか手をこう眺めながら、 
こう、もう瀕死の状態だったはずなのに、
色がすごく生き生きしていて、もう、体中から生きたいとか、
その喜び？が湧いてるのがわかって、

自分はこれで良しと思って出血、し続けていたはずなのに、
ああこんなに体が喜んでるんだ、
もう限界だったんだなっていうのをそこで思って。 

＝息を吸う＝

あのー、
…そうだなあ、その時、強く感じたのは、
食事が食べれることの喜びと、
お風呂に入れる喜びと、風を感じられる喜び？

あとは入院中は、本当に、本当に幸せでした。

その…今日は体温測りましたか？お薬飲みましたか？っていうのを
き、聞いていただくたびに、
ああ、そんな自分のことだけ考えて寝てていいんですか、みたいな。 
どれだけ自分は、… 仕事のこと、家族のこと、おー仲間のこと、
もういろんなこと、自分以外のことを考え続けてきたんだろうっていうのを
すごくそこで痛感して、えーするとともに、この生きてる喜びというのをすごく、
感じました。

で、…そうですね、あのー、もうひとつお伝えしたいことが、あって、

―沈黙三秒ー

 術後ですね、切り取ったものを先生が見せてくれるんですよ。
で、そのー、それを見た時に、純粋に好奇心から、
 これっていうのは、大体、いつぐらいからがんになってたんですか？って
先生に聞いたんです。
で私はただ知りたくて聞いたんですけど、 先生は急に慌てだしたんですよね。

で、すごく気を遣って、
もうちょっと早く病院に来てればと思ったかもしれないですけれども、
本当にいつなったかは誰にもわかりませんので、って
一生懸命私に言ってくれるわけですよ。 

なんだけれども、私はその先生の、おー言葉を聞いてびっくりしてしまって。 
で、私がそこでとっさに出たのが、あ、大丈夫です。
私はこうなったこと、一ミリも後悔してませんからっていうふうに
言い切ったんですよね。

まあその、お、その時、どういう状態だったかっていうと、
もう やっぱりずーっとそのまま放置していたので、
えーリンパ節にも転移していて、
私は手術は九時間か十時間ぐらい？ 
結構な大手術、だったんですけど、
ちょうどその抗がん剤をやるかやらないかを
決めるタイミングでの、出来事、だったんですよね。

うん。で、えー抗がん剤はやらないって、
あんなに術前は公言して、いたんですけれども、
まあ結局やったんですが、

＝息を吸う＝

なんか、 あんなに嫌がってたことをやる羽目になるとか、
そういう場面に来ても、私は一ミリ、一ミリも後悔してないっていうことを
先生に断言していて。
その時に深く思ったのが、
自分が、こうしようっていうふうに考えて、
一生懸命考えて決めたことっていうのは、
どんな結果になっても本当に後悔しないんだなっていう。

　　　　　　　　　　　　本当に後悔しないんだなっていう

うん。
なので、えー、
どういう選択をしたらいいんだろうとか、
私はどう生きるのがいいんだろうっていうふうに、迷う、局面っていうのは
たくさんあると思うんですけど、
その時、自分が、好きに答えを選んでよくて、

＝アラーム音＝

選んだことは、絶対に後悔しないと。 
うん。
そういうことを感じました。

十五分ですね。はい、ありがとうございます。

　　　　　　　　　　　　はい、では、以上で、
　　　　　　　　　　　　西尾果小里さんの問わず語りの時間を終わります。
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